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「

北
見
市

(〇
六
年
三
月
合
併
前
)
の
市
街
地
に
は

国
道
三
九
号
が
貫
通
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
旭
川
と

網
走
を
結
ぶ
国
道
で
す
が
、
現
状
で
は
そ
れ
ほ
ど
の

渋
滞
や
混
雑
は
見
ら
れ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
網

走
開
発
建
設
部
に
よ
り
、
市
街
地
東
側
の
自
然
が
豊

か
な
地
域
に
バ
イ
パ
ス
道
路
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

形
式
的
な
住
民
説
明
会
は
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
多
く

の
市
民
は
知
ら
ぬ
ま
ま
で
し
た
。

ま
た
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
検
証
し
て
み
る
と
、

多
く
の
問
題
点
の
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
そ

こ
で
私
た
ち
は
ル
ー
ト
の
変
更
を
含
む
抜
本
的
な
見

直
し
を
訴
え
ま
し
た
が
、行
政
は
聞
く
耳
を
も
た
ず
、

強
引
に
着
工
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
道
路
は

一

般
国
道
の
バ
イ
パ
ス
と
は
い
い
な
が
ら
、
実
態
は
帯

広
か
ら
足
寄
を

へ
て
網
走

に
至
る
高
規
格
幹
線
道
路

(高
速
自
動
車
道
)
の
計
画
地

一
部
で
、
そ
の
飛
び
地

と
し
て
、
強
引
に
先
行
着
工
す
る
ね
ら
い
が
込
め
ら

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

北
見
バ
イ
パ
ス
道
路
予
定
地
の
自
然
環
境
と
道
路

計
画
の
問
題
点
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

身

近

な

自

然

の
中

に

多

様

な

動

植

物

～
自

然
林
と
自
然

河
川

が

一
体

と
な

っ
た
豊

か
な

自
然
生
態
系
～

北
見
バ
イ
パ
ス
道
路
予
定
地

(端
野
町
～
北
見
市
川

東

・
北
光
地
区
)
に
は
、
大
雪
山
か
ら
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に

抜
け
る
常
呂
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。
常
呂
川
右
岸
の
丘
陵

地
は
、
自
然
林
に
被
わ
れ
た
斜
面
と
、
自
然
河
川
で
あ
る

常
呂
川
が

一
体
と
な
っ
て
、
豊
か
な
自
然
環
境
が
極
め
て

高

い
地
域
で
す
。

こ
の
川
沿
い
の
ド
ロ
ヤ
ナ
ギ
の
木
に
、
国
の
天
然
記
念

物
の
オ
ジ
ロ
ワ
シ
が
営
巣
を
し
生
息
し
て
い
ま
す
。
十

一

万
都
市
北
見
市
の
中
心
部
か
ら
三

・
五
㎞
で
の
営
巣
は
、
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世
界
で
も
類
を
見
な
い
極
め
て
稀
な
こ
と
で
す
。
オ
ジ
ロ

ワ
シ
の
他
に
も
オ
オ
ワ
シ
、
オ
オ
タ
カ
、
ハ
イ
タ
カ
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
木
の
腐
朽
木
と
そ
こ
に
棲
む
ア
リ
類
な
ど
を

必
要
と
す
る
ク
マ
ゲ
ラ
、
自
然
河
川
の
魚
類
を
捕
食
す
る

カ
ワ
セ
ミ
や
ヤ
マ
セ
ミ
が
生
息
し
て
い
ま
す
。

こ
の
他
の

動
物
で
着
目
さ
れ
る
の
は
、
チ
チ
ブ

コ
ウ
モ
リ
、
エ
ゾ
モ

モ
ン
ガ
、
カ
ラ
フ
ト
ア
カ
ネ
ズ
ミ
、
エ
ゾ
ク
ロ
テ
ン
で
す
。

他
に
も
両
生
類
三
種
、
爬
虫
類
二
種

(
エ
ゾ
サ

ン
シ
ョ
ウ

ゥ
オ

一
種
)、
魚
類
十
四
種
、
昆
虫
類
七
三
三
種
(
コ
エ
ゾ

ト
ン
ボ
、

エ
ゾ
チ
ッ
チ
ゼ
ミ
、
オ
オ
イ
チ
モ
ン
ジ
な
ど
)

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
工
事
予
定
地
は
、
曲豆
富
な
水
脈

や
地
下
の
水
分
が
、
多
様
な
自
然
を
支
え
て
い
ま
す
。

沢
筋
か
ら
常
呂
川
に
清
流
が
注
ぎ
、
湧
水

に
は
希
少
種

に
指
定
さ
れ
て
い
る
ニ
ホ
ン
ザ
リ
ガ
ニ
が
生
息

し
て
い
ま

す
。
植
物
相
と
し
て
は
、
約
四
四
〇
種
の
自
生
植
物
が
生

育
し
て
お
り
、
北
海
道
道
東
半
部
の
低
標
高
地
で
は
多
様

で
極
め
て
多
い
値
で
す
。
自
然
性
が
豊
か
な
知
床
山
系
で

も
、
標
高
約
二
五
〇

m
以
下
の
森
林
地
帯
で
は
二
〇
〇
余

種
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
環
境
影
響
評
価
書
に
お
い
て
も
着
目

す
べ
き
植
物
と
し
て
三
十
種
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
丘

陵
地

の
ミ
ズ
ナ
ラ
林
内
で
発
見
さ
れ
た
イ
ワ
カ
ゲ
ワ
ラ

ビ
、
北
見
ヶ
丘
丘
陵
地
で
は
ホ
ソ
バ
ツ
ル
リ

ン
ド
ウ
、
キ

タ
ミ
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
な
ど
の
絶
滅
危
惧
種
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。

二
〇
〇
四
年
七
月
と
九
月
に
行
わ
れ
た
北
海
道
自
然
保

護
協
会
の
佐
藤
謙
会
長
ら
に
よ
る
現
地
調
査
で
は
、
稀
少

植
物
と
し
て
オ
オ
エ
ゾ
デ
ン
ダ
、
ヒ
メ
ハ
ナ
ワ
ラ
ビ
、

エ

ゾ
ヒ
メ
ア
マ
ナ
、
ク
ロ
ミ
ノ
ウ
グ
イ
ス
カ
グ
ラ
な
ど
が
、

更
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
国
指
定
天
然
記
念
物

シ
マ
フ
ク

ロ
ウ
も
、
二
〇
〇

]
年
十
月
十
九
日
に
北
見
市
小
泉
地
区

で
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
胸
高
周
囲
五

・
五

m
の
巨
木
ミ
ズ
ナ
ラ
は
、
二

〇
〇
三
年
十

一
月
、
樹
木
医
の
中
内
武
五
朗
氏
が
、
全
道

五
指
に
入
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
周
囲
三

m
以
上
の
ミ
ズ
ナ
ラ
等
の
巨
樹
、
巨
木
が

予
定
地
内
に
は
多
数
存
在
し
て
い
る
の
で
す
。

さ
ら
に
こ
の

一
帯
に
は
、
旧
石
器
時
代
後
期
か
ら
縄
文

時
代
中
期
に
か
け
て
の
遺
跡
が
連
続
し
て
存
在
す
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
多
様
な
面
か
ら
貴
重
な
地
域
と
言
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

自

然

生

態

系

の

保

護

は

地

域

の

漁

業

と

農

業

を

育

て

る

北
見
市
は
十

一
万
都
市
で
あ
り
な
が
ら
、
森
林
面
積
は

二
一二
、
三
二
〇
㎞
、市
の
約
五
五
%
が
森
林
に
お
お
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
こ
の
中
の
島

エ
リ
ア

(北
見
ヶ
丘

～
南
丘
)
は
、
二
〇
〇
四
年
七
月
と
九
月
に
行
わ
れ
た
北

海
道
自
然
保
護
協
会
の
現
地
調
査
で
明
ら
か
に
な

っ
た
よ

う
に
、
氷
河
期
の
生
き
残
り
と
言
わ
れ
る
高
山
植
物
や
天

然
記
念
物
の
オ
ジ
ロ
ワ
シ
な
ど
が
生
息
す
る
、
豊
か
な
自

然
が
あ
ふ
れ
て
い
る
地
域
で
す
。

一
つ
の
生
態
系
に
お
い
て
、
食
物
連
鎖
の
頂
点
に
位
置

す
る
肉
食
動
物
が
多
様
に
存
在
す
る
こ
と
は
、
こ
の
地
域

の
自
然
生
態
系
が
極
め
て
豊
か
で
あ
る
こ
と
、
自
然
林
に

被
わ
れ
た
斜
面
と
自
然
河
川
が

一
体
と
な

っ
た
こ
の
地
域

の
特
殊
性
を
表
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

常
呂
川
の
曲豆
富
な
魚
類
、
と
り
わ
け
鮭

・
鱒
な
ど
の
遡

上
す
る
魚
に
と

っ
て
、
自
然
林

に
接
し
て
お
り
、
床
固
め

や
護
岸
工
事
な
ど
人

の
手
の
入

っ
て
い
な

い
こ
の
地
域

は
、
重
要
な
湧
水
地
点
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
工
事
予
定
地
は
、
特
に
無
数
の
湧
水
が

一
番
多
く
常

呂
川
に
注
い
で
お
り
、
毎
年
産
卵
の
た
め
に
遡
上
し
て
く

る
鮭
を
、
多
く
見
か
け
る
貴
重
な
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。

鮭
が
遡
上
す
る
流
域
で
は
そ
う
で
な

い
流
域
に
比

べ

て
、
樹
木
の
年
輪
の
幅
も
広
く
、
植
物
の
生
育
が
良
好
で

小
動
物
が
多
い
こ
と
が
、
カ
ナ
ダ
の
ト
ム

・
ラ
イ
ム
ヘ
ン

教
授
に
よ

っ
て
立
証
さ
れ
た
こ
と
は
ご
承
知
の
こ
と
と
思

い
ま
す
。
こ
の
発
見
は
、
森
と
川
と
海
が
ひ
と
つ
に
な

っ

た
生
態
系
を
な
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

森
と
漁
業
と
の
関
係
で
は
、
河
岸
に
あ
る
森
林
は
魚
の

餌
に
な
る
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
育
て
、
魚
の
好
き
な
日
陰
を

作
り
、
水
を
浄
化
す
る
な
ど
の
働
き
を
し
ま
す
。
牡
蛎
や

帆
立
の
貝
殻
に
な
る
成
分
も
森
が
与
え
て
く
れ
て
い
ま

す
。前
北
大
水
産
学
部
教
授
の
松
永
勝
彦
氏
は
、
「腐
植
土
層

に
お
け
る
枯
れ
葉
な
ど
が
分
解
し
て
で
き
た
腐
食
物
質
フ

ル
ポ
酸
は
、
鉄
イ
オ
ン
な
ど
を
結
び

つ
け
る
働
き
が
あ
る
。

フ
ル
ポ
酸
と
結
合
し
た
鉄
は
森
林
か
ら
河
川
へ
運
ば
れ
海

の
生
物
を
豊
か
に
育
て
る
。
」
こ
と
を
実
証
し
ま
し
た
。

落
ち
葉
か
ら
染
み
出
し
た
栄
養
素
が
川
か
ら
海
に
流
さ

れ
、
曲豆
か
な
海
の
恵
み
を
も
た
ら
す
こ
と
は
、
今
や
漁
業

関
係
者

の
常
識
に
な
っ
て
い
ま
す
。

全
国
的
な
実
践
例
と
し
て
有
名
な
の
は
、
宮
城
県
気
仙

沼
の
「牡
蛎
の
森
を
慕
う
会
」
。代
表
の
畠
山
重
篤
さ
ん
は
、

一
九
八
九
年
か
ら
気
仙
沼
湾
に
注
ぐ
大
川
上
流

(岩
手
県

室
根
村
)
の
山
地
で
続
け
る
植
林
を

「海
は
恋
人
」
運
動

と
し
て
、
提
唱
し
て
い
ま
す
。
ブ
ナ
や
カ
ツ
ラ
な
ど
十
㎞

に
落
葉
広
葉
樹
三
万
本
を
植
え
終
わ
り
、目
標
は
十
万
本
。

肝
要
な
の
は
、
川
の
流
域
に
住
む
人
間
の
自
然
に
対
す

る
意
識
づ
く
り
だ
そ
う
で
す
。
植
林
活
動
が
小
中
学
校
の

教
科
書
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
も
呼
び
水
に
な

っ
て
、

地
元
内
外
で
計
六
、
○
○
○
人
が
体
験
学
習
を
し
ま
し
た
。

「
い
く
ら
漁
民
だ
け
が
木
を
植
え
て
も
、流
域
に
住
む
人
間

の
気
持
ち
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。
結
局
我
々

は
三
つ
の
場
で
木
を
植
え
て
い
る
。
ま
ず
山
に
、
そ
し
て
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人
間
の
心
、
最
終
的
に
は
海
藻
と
い
う
海
の
森

に
。
だ
か

ら
三
つ
の
森
を
育
て
る
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
」

し
か
し
、
実
は
気
仙
沼
の
畠
山
さ
ん
ら
の
植
林
活
動
の

二
年
前

一
九
八
七
年
か
ら
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
の
常
呂

漁
協

(帆
立
生
産
額
口
本

一
)
で
は
植
林
活
動
を
行

っ
て

い
ま
し
た
。
婦
人
部
長
の
新
谷
さ
ん
に
直
接
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。
「戦
後

一
九
五
〇
年
代
に
、
常
呂
川
の
淵
に
は
製

紙
工
場
、
製
糖
工
場
な
ど
が
進
出
し
て
き
て
、

工
場
の
排

水
は
川
に
垂
れ
流
し
の
状
態
で
し
た
。
常
呂
川

の
水
は
、

赤
く
濁

っ
て
秋
に
は
異
臭
を
放
つ
よ
う
に
な

っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
遡
上
す
る
鮭

・
鱒
も
パ
ル
プ
く
ず
や
澱
粉
か
す

に
呼
吸
を
妨
げ
ら
れ
、
窒
息
し
て
浜
に
打
ち
上
げ
ら
れ
る

よ
う
な
状
態
で
し
た
。
漁
民
た
ち
は
む
し
ろ
旗

や
大
漁
旗

を
立
て
、
北
見
で
集
会
デ
モ
行
進
な
ど
を
行

い
各
行
政
機

関
に
働
き
か
け
、
全
国
で
二
番
目
に
常
呂
川

の
水
質
汚
濁

防
止
法
が
適
用
さ
れ
、
環
境
汚
染
基
準
が
設
定
さ
れ
ま
し

た
。
安
心
し
た
そ
の
後
に
、
上
流
で
森
林
伐
採
が
お
こ
り
、

湧
水
が
半
減
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
常
呂
漁
協
で
は
、
自

分
た
ち
の
生
活
を
守

っ
て
い
く
た
め
に
は
、
き
れ
い
な
水

を
守

っ
て
い
く
し
か
な
い
!
と
、
常
呂
川
流
域
約

一
〇
〇

㎞
を
買
い
取
り
、
植
林
を
始
め
た
の
で
す
。」

現
在
、
「森
は
海
の
恋
人
、
川
は
仲
人
」
と

い
う
看
板
を

立
て
て
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
林
業
は

一
〇
〇
年
の
大

計
と
い
わ
れ
ま
す
が
、

一
〇
〇
年
前
の
曲豆
か
な
海
を
取
り

戻
そ
う
と
北
海
道
漁
協
婦
人
部
が
中
心
と
な

っ
て
、
魚
を

殖
や
す
植
樹
活
動
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
然
生
態
系
と
農
業
の
関
連
で
い
う
と
、
大
雪
山
系
の

分
水
嶺
か
ら
滋
養
を
含
む
水
と
共
に
土
砂
を
下
流
に
運
ん

で
、
北
海
道
有
数
の
肥
沃
な
大
地
を
作

っ
た

の
が
常
呂
川

で
あ
る
こ
と
は
疑
う
余
地
が
あ
り
ま
せ
ん
。

二
〇
〇
五
年
二
月
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
域
自
治
研
究
所
が
、

網
走
管
内
の
有
機
農
家
と
そ
れ
を
目
指
す
特
別
栽
培
農
家

の
調
査
を
し
ま
し
た
が
、
有
機
農
産
物
の
認
定
を
受
け
た

農
家
だ
け
を
取
り
上
げ
る
と
、
北
見
市
内
七
軒
中
四
軒
が

道
路
予
定
地
の
川
東
地
区
で
あ
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
拓
殖
短
大
教
授
故
相
馬
暁
氏
の
調
査
に
よ
る

と
、
四
十
四
年
前
か
ら
有
機
農
業
を
し
て
い
る
北
海
道
で

草
分
け
的
存
在
の
、
玉
ね
ぎ
農
家

・
北
原
潤
哉
さ
ん
も
こ

の
川
東
地
区
で
す
。
し
か
も
常
呂
川
を
遡
る
と
訓
子
府
町

に
は
五
軒
、
常
呂
川
を
下
る
と
端
野
町
に
は

一
軒
の
有
機

農
家
が
あ
り
ま
す
。

地
域
の
農
業

・
漁
業
は
、
地
域
の
自
然
条
件
、
地
域
の

自
然
生
態
系
の
土
台
の
上
に
、
地
域
農
業

・
漁
業
の
生
態

系
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
考
え

の
理
論
的
裏
付
け
と
も
い
え
る
文
献
を
発
見
し
ま
し
た
。

農
業
経
済

・
農
民
教
育
の
北
海
道
の
父
と
も
い
わ
れ
る

故
美
土
路
達
雄
氏
の

「食
生
活
様
式
の
構
造
」
の
考
え
方

で
す
。
基
層
に
は
生
存
域

・
生
活
圏
の
地
域
的
自
然
条
件
と
自図2食 生活様式の構造(美 土路達雄)

然
生
態
系
を
お
き
、
そ
の
上
の
第
二
層
と
し
て
地
域
農
業

漁
業
生
態
系
を
重
ね
て
、
そ
れ
ら
と
現
実
の
食
生
活
様
式

と
の
重
層
的
照
応
関
係
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

分
析
で
大
切
な
点
は
、土
台
と
も
い
え
る
地
域
自
然
条
件
、

自
然
生
態
系
を
基
層
に
お
い
て
、
食
生
態
系
が
現
実
の
食

生
活
様
式
を
貫
い
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
り
、
地
域
の
自

然
条
件
、
自
然
生
態
系
を
守
る
と
言
う
こ
と
が
、
地
域
農

業

・
漁
業
を
育
て
曲豆
か
な
食
の
生
態
系
を
作
る
こ
と
に
つ

な
が

っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

森
林
、
自
然
林
を
伐
採
し
て
道
路
を
作
る
こ
と
は
、
地

域
自
然
生
態
系
破
壊
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
の
で
す
。

地
域
の
自
然
生
態
系
が
存
立
し
て
初
め
て
、
地
域
農
業
漁

業
が
あ
り
、
守
り
育
て
ら
れ
る
の
で
す
。

今
こ
そ
、
自
然
を
守
ろ
う
と
す
る
市
民
と
農
民
と
漁
民

が
共
同
す
る
運
動
が
必
要
と
さ
れ
る
と
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

北

見

バ

イ

パ

ス

エ
事

計

画

の

根

本

的

誤

り

と

そ

の

経

過

自
然
林
と
自
然
河
川

(常
呂
川
)
が

一
体
と
な

っ
た
、

豊
か
で
多
様
な
動
植
物
の
宝
庫
で
あ
る
こ
の
地
域
に
、
ト

ン
ネ
ル
五
本
と
橋
梁
八
カ
所
を
設
け
た

一
〇

・
三
㎞
の
高

規
格
道
路
を
建
設
し
よ
う
と
す
る
の
が
、

一
般
国
道
三
九

号
北
見
バ
イ
パ
ス

(北
見
市
～
端
野
町
)
工
事
計
画
で
す
。

予
算
は
約
四
〇
〇
億
円

(
一
m
あ
た
り
約
四
〇
〇
万
円
)、

国
が
八
割
負
担
の
三
二
〇
億
円
、
北
海
道
が
二
割
負
担
の

八
十
億
円
で
す
。

北
見
市
は
、
用
地
買
収
の
業
務
を
受
託
し
て
い
ま
す
。

こ
の
北
見
バ
イ
パ
ス
道
路
工
事
に
対
し
て
、
二
〇
〇
三
年

十
月
に

「北
見
の
自
然
風
土
を
考
え
る
」
市
民
連
絡
会
は
、

北
見
ヶ
丘
～
南
丘

エ
リ
ア
の
自
然
の
豊
か
な
地
域
ル
ー
ト

変
更
を
求
め
て
発
足
し
ま
し
た
。
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そ
の
契
機
と
な

っ
た
の
は
、
中
の
島
公
園
、
北
見
ヶ
丘

エ
リ
ア
の
豊
か
な
自
然
を
大
切
に
し
よ
う
と
活
動
し
て
き

た

「中
の
島
フ
ァ
ン
倶
楽
部
」
の
呼
び
か
け

で
し
た
。
そ

れ
に
応
え
て
、
二
十
四
年
に
わ
た
り
北
見
の
野
草
を
観
察

し
、
記
録
し
て
い
る

「草
の
会
」
の
メ
ン
バ
ー
、
民
衆
史

掘
り
起
こ
し
の
研
究
者
、
芸
術
家
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
域
調

査
研
究
会

の
メ
ン
バ
ー
、
鳥

の
鳴
き
声
や
木

々
の
四
季

折
々
の
変
化
を
楽
し
み
な
が
ら
散
歩
し
て
い
る
市
民
た
ち

で
す
。
設
立
集
会
に
は
四
十
名
程
度
が
集
ま
り
、
参
加
者

全
員
の
気
持
ち
は

「身
近
に
あ
る
自
然
を
残
し
た
い
」
と

の

一
点
に
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

市
民
運
動
と
し
て
は
、

一
九
八
七
年
四
月
に
知
床
伐
採

問
題
で
結
成
さ
れ
た

「
い
ま
知
床
を
考
え
る
会
」
以
来
の
、

北
見
市
で
は
市
民
意
識
を
持

っ
た
、
画
期
的
な
市
民
運
動

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

主
な
活
動
経
過

二
〇
〇
三
年

十
月

二
〇
〇
三
年
十

一
月

二
〇
〇
三
年
十

一
月

二
〇
〇
三
年
十
二
月

緊
急
市
民
集
会

「北
見

バ
イ
パ
ス

を
考
え
る
」

～
五
〇
〇
歳
の
ミ
ズ
ナ
ラ
と
、
周

辺
の
生
態
系
～
講
師

"
高
畑
滋
氏

(元
「止
め
よ
う
日
高
横
断
道
路
全

国
連
絡
会
」
常
任
副
委
員
長
)

「北
見
の
自
然
風
土
を
考
え
る
」
市

民
連
絡
会
を
設
立
す
る
。

「巨
木
ミ
ズ
ナ
ラ
公
開
診
察
会
」
樹

木
医

中
内
武
五
朗
氏
を
迎
え
て

川
東
の
里
山
で
探
索
会
。
ミ
ズ
ナ

ラ
幹
に
フ
ロ
タ
ー
ジ

ュ
す
る
。

「第

一
回
公
開
市
民
会
議
」
北
見
ヶ

丘
～
南
丘
、
里
山

エ
リ
ア
の
保
全

に
つ
い
て

二
〇
〇
四
年

二
月

二
〇
〇
四
年

二
月

二
〇
〇
四
年

五
月

二
〇
〇
四
年

七
月

二
〇
〇
四
年

八
月

パ
ネ
ラ
ー

"
信
田
邦
雄

(参
議
院

議
員
)、
金
子
泰
憲
(北
見
市
議
会

議
昌
ハ)
熊
谷
裕

(北
見
市
議
会
議

員
)
佐
藤
幸
子

(止
め
よ
う
日
高

横
断
道
路
全
国
連
絡
会
元
代
表
委

員
)
表
誠
司

(北
見
の
自
然
風
土

を
考
え
る
市
民
連
絡
会
事
務
局

長
)
「第
二
回
公
開
市
民
会
議
」
車
座
自

由
討
論
会

「北
見
ヶ
丘
～
南
丘

エ
リ
ア
の
里

山
開
発
中
止
を
求
め
る
署
名
」
北

見
バ
イ
パ
ス
計
画
ル
ー
ト
の
見
直

し
を
求
め
る
。
五
二
〇
〇
筆
を
国

土
交
通
省
道
路
局
と
北
海
道
開
発

局
に
提
出
。

「第
三
回
公
開
市
民
会
議
」

ト
ン
ネ
ル
と
自
然
環
境

へ
の
影
響

-
報
告

"
十
勝
自
然
保
護
協
会

道
路
建
設
と
事
業
評
価

・
住
民
参

加
-
講
師

q
畠
山
武
道
氏

(北
大

法
学
部
大
学
院
教
授

・
北
海
道
自

然
保
護
協
会
副
会
長
)

ス
ラ
イ
ド
上
映
i
北
見
の
里
山
の

四
季
と
生
き
も
の
た
ち
i
撮
影
解

説

q
金
田
正
実
氏
(「う
ら
や
ま
の

エ
ゾ
リ
ス
」
作
者
)

北
海
道
自
然
保
護
協
会
が
現
地
調

査「北
見
ヶ
丘
～
南
丘

エ
リ
ア
の
里

山
の
開
発
中
止
を
求
め
る
署
名
」

北
見
バ
イ
パ
ス
計
画
ル
ー
ト
の
見

二
〇
〇
四
年

九
月

二
〇
〇
四
年

九
月

二
〇
〇
四
年
十

一
月

二
〇
〇
四
年
十

一
月

二
〇
〇
五
年

一
月

直
し
を
求
め
る
、
一
〇
五
三
五
筆
、

国
土
交
通
省
道
路
局
と
北
海
道
開

発
局
に
提
出
。

「第
四
回
公
開
市
民
会
議
」

北
見
バ
イ
パ
ス
工
事
計
画
の
真
相

-
講
師

"
武
田
泉
氏

(北
海
道
教

育
大
学
助
教
授
)

ト
ン
ネ
ル
建
設
に
よ
る
水
環
境
の

問
題
点
1
報
告

"
十
勝
自
然
保
護

協
会
北
海
道
自
然
保
護
協
会
に
よ
る
現

地
調
査
。

コ

般
国
道
三
九
号
北
見
バ
イ
パ

ス
中
止
を
求
め
る
要
望
書
を
、
北

海
道
自
然
保
護
協
会
と

「北
見
の

自
然
風
土
を
考
え
る
」
市
民
連
絡

会
が
連
名
で
、
国
土
交
通
大
臣
、

北
海
道
開
発
局
長
、
北
見
市
長
に

提
出
。

一
般
国
道
三
九
号
北
見
バ
イ
パ
ス

(北
見
市
～
端
野
町
)
の
予
算
凍
結

に
関
す
る
要
望
書
を
、
「北
見
の
自

然
風
土
を
考
え
る
」
市
民
連
絡
会

と
北
海
道
自
然
保
護
協
会
が
連
名

で
、
谷
垣
財
務
大
臣
に
提
出
。

「第
五
回
公
開
市
民
会
議
」

身
近
な
自
然
の
価
値
と
道
路
計
画

1
講
師

"
佐
藤
謙
氏

(北
海
道
自

然
保
護
協
会
会
長

・
北
海
学
園
大

学
教
授
)

生
物
多
様
性
条
約
と
道
路
問
題

-
講
師

"
市
川
守
弘

氏

(弁

護
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士

・
環
境
法
律
家
協
会
理
事
)

二
〇
〇
五
年

二
月

大
門
実
紀
史

・
紙
智

子
両
参
議
員

現
地
視
察

二
〇
〇
五
年

五
月

「北
見
の
自
然
風
土
を
考
え
る
」
市

民
連
絡
会
、
市
民
参
加
の
現
地
調

査

二
〇
〇
五
年

七
月

第

一
回
コ
ウ
モ
リ
調
査
の
実
施
、

旭
川
大
学
教
授

出
羽
寛
氏
他

二
〇
〇
五
年

九
月

絵
本
作
家
あ
べ
弘
士
デ
ザ
イ
ン
に

よ
る
モ
モ
ン
ガ
バ
ッ
ジ

一
〇
〇
〇

個
製
作
。

二
〇
〇
五
年

十
月

一
般
国
道
三
九
号
北
見
バ
イ
パ
ス

(北
見
市
～
端
野
町
)
の
予
算
凍
結

に
関
す
る
要
望
書
を
谷
垣
財
務
大

臣
に
提
出
。

開
発
建
設
部
の
北
見
バ
イ
パ
ス
の
着
工
ま
で
の
経
緯
と
問

題
点
一
九
九
七
年
～

事
業
化
、
環
境
調
査
、
設
計
協
議

一
九
九
九
年
四
～
五
月

環
境
影
響
評
価
準
備
書
公
告
縦

覧

一
九
九
九
年

五
月

住
民
説
明
会

(北
見
市

一
回
、
端

野
町

一
回
)

八
月

公
聴
会

(北
見
市

一
同
、
北
海
道

主
催
)

二
〇
〇

一
年
四
～
五
月

環
境
影
響
評
価
書
公
告
縦
覧

五
月

計
画
説
明
会

(北
見
市

二
回
、
端

野
町

一
回
)

二
〇
〇
二
年
十

一
月
～
二
〇
〇
三
年
十
月

事
業
説
明
会

(北
見
市
九
回
、
端
野
町
二
回
)

二
〇
〇
三
年

十
月

北
見
道
路
に
お
け
る
環
境
保
全
対

策
を
考
え
る
懇
談
会
設
立

(四
回

開
催
)

二
〇
〇
四
年

六
月

「オ
ホ
ー
ツ
ク
の
道
を
考
え
る
会
」

国
土
交
通
省
に
北
見
市
長
に
早
期

建
設
を
求
め
る
約
三
八
○
○
○
人

署
名
を
添
え
要
望

二
〇
〇
四
年

九
月

「オ
ホ
ー
ツ
ク
の
道
を
考
え
る
会
」

早
期
着
工
の
陳
情
書
を
北
見
市
議

会
に
提
出

二
〇
〇
四
年

十
月

北
見
市
議
会
、
陳
情
書
を
採
択

二
〇
〇
四
年

十
月

工
事
着
手

北
見
バ
イ
パ
ス
道
路
工
事
の
問
題
点

①

住
民
説
明
会
が
多
く
の
市
民
に
知
ら
さ
れ
な
い
ま
ま

に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

②

「環
境
保
全
対
策
を
考
え
る
懇
談
会
」
の
構
成
メ
ン

バ
ー
が
、
工
事
着
工
の
賛
成
者
の
み
に
限
ら
れ
て
い
る
。

③

環
境
影
響
評
価
書
が
き
わ
め
て
不
十
分
で
あ
る
。

④

北
海
道
自
然
保
護
協
会
と
市
民
連
絡
会
共
同
の
意
見

書

の
内
容
に
は
、

一
切
答
え
ず
に
強
行
着
工
し
た
。

⑤

住
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
な
い
ま
ま
に
、
推
進
派

の
後
ろ
盾
の
み
で
着
工
し
た
。

今

後

の
運

動

の
方

向

性

二
〇
〇
五
年
五
月
よ
り
、
七
カ
所
の
取
り
付
け
道
路
と

ト
ン
ネ
ル
入
口
の
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
二
〇
〇
六
年
、

今
年
三
月
末
～
四
月
初
め
に
は
ト
ン
ネ
ル
の
本
線
工
事
に

予
算
が
付
き
、
五
月
の
雪
解
け
を
待

っ
て
着
工
予
定
で
す
。

私
た
ち
の
運
動
も
緊
急
を
要
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
活

動
と
し
て
、

第

一
に
北
海
道
自
然
保
護
協
会
副
会
長

・
弁
護
士
の
市

川
守
弘
氏
を
招
き
、
第
六
回
の
公
開
市
民
会
議
を
三
月
十

一
日
に
行
い
ま
す
。
「北
見
バ
イ
パ
ス
は
本
当
に
必
要
か
」

～
目
的

・
必
要
性

・
効
果
の
面
か
ら
考
え
る
～
を
テ
ー
マ

に
、
四
〇
〇
億
円
の
税
金
の
無
駄
遣

い
に
メ
ス
を
入
れ
た

い
と
企
画
し
ま
し
た
。
多
数
の
市
民
の
参
加
で
、
こ
の
公

開
市
民
会
議
を
バ
ネ
に
四
万
人
署
名
を
達
成
し
た
い
と

思

っ
て
い
ま
す
。
(現
在
二
五
〇
〇
〇
名
の
署
名
が
、
全

国

・
全
道
か
ら
集
ま

っ
て
い
ま
す
。
)

第
二
に
、
道
路
予
算
の
う
ち
の
北
海
道
負
担
分
八
十
億

円
に
つ
い
て
、
北
海
道
交
渉
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
高
橋

知
事
に
、
道
庁
職
員
給
料

一
〇
%
カ
ッ
ト
や
職
員
削
減
よ

り
も
、
無
駄
な
公
共
投
資
を
見
直
す
方
が
効
率
が
よ
い
こ

と
を
理
解
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

第
三
に
、
自
然
生
態
系
の
保
護
は
地
域
の
漁
業
と
農
業

を
育
て
る
と
い
う
視
点
か
ら
、
漁
民
と
農
民
と
市
民
が
共

同
す
る
運
動
を
作

っ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
よ

り

一
層
の
全
道
、
全
国
の
支
援
と
協
力
を
切
に
願

っ
て
い

ま
す
。

(オ

ジ

ロ
ワ

シ
)
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